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　前回，女子大生の食生活状況調査（第1～3報）を報

告した．本報では，この調査を継続し，別の側面から検

討した．

　著しい進学率の増加と出生率の低下1），核家族が6割

強を占あ単独世帯の増加2），食生活の多様化などの社会

的背景に伴い，最近，家族が家にいるにもかかわらず，

食事を一人で食べる子供が多く3），問題も多々みられる．

その一っとして，子供が食事の手伝いをしていない．と

いうことがあげられている．女子大生においても同様で，

NHK放送世論調査4）によれば，料理をしている者は，

16～19才で7％，20～24才で23％，時々している者は，

16～19才で70％，20～24才で57％である．将来，母親と

なる彼女達の習慣が，子供達に影響していくのではない

かとも考えられ，今回は，料理に対する関心度からみた

食生活意識を検討したので報告する．

調査方法

　1）．調査対象

　在学生853名を対象とし（表1），料理への闘〔〉（好き・

ふっう・嫌い），炊事頻度（毎日する・時々・しない）

に分けた．

　2）．調査時期・方法

　質問紙による調査法で，昭和60年5月～6月の間に教

室内でアンケート用紙を配布し，その場で回答を求め回

収した（回収率100％）．

　3）．調査内容

　料理への関心度から調査項目を検討し，x2検定で有

意差の認められた項目をさらに検討し，次の4項目に分

けた．

　1．料理への関心と食生活意識

　健康に対する意識，日常の運動の有無，生活のリズム，

日常身体に感ずる事，食生活に対する満足感，食事に対

する意識とした．

表1　料理に対する関心度 （％）

炊　事 全　　体 毎日する 時々する しない 無回答

853人 151人 461人 238人 3人

料　理
（17．7） （54．0） （27．9） （0．4）

好　　　　き 377（44．2） 78（51．7） 223（48．4） 76（31．9） 0（　0）

ふ　つ　　う 397（46．5） 62（41．1） 219（47．5） 116（48．7） 0（　0）

嫌　　　　い 75（8．8） 10（6．6） 19（4．1） 46（19．3） 0（　0）

無　　回　答 4（0．5） 1（0．7） 0（　0） 0（　0） 3（100．0）

X2検定　P＜0．001（無回答を除く）

栄養指導研究室
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2．料理への関心と食行動

昼食の外食頻度とした．

3．炊事頻度と食生活意識

宇和川小百合・関口　紀子・塩入　輝恵・斎藤　禮子

　日常の運動の有無食生活に役立っているもの，食事

で気をっけている事，食生活に対する満足感，食事に対

する意識とした．

　4．炊事頻度と食行動

　朝食の頻度とパターン，間食の頻度と内容，昼食の外

食頻度，夕食の外食内容，ファーストフード使用時の内

容とした．

　集計：パスキー1000機を使用し，統計は百分率，X2

検定による有意差の有無を検討した．

調査結果および考察

　料理に対する関心度（表1）は，昨年の調査結果5）・　6）

とほぼ同じで，料理が好き44．2％，ふっう46．5％，嫌い

8．8％，炊事を毎日する17．7％，時々する54．0％，しな

い27．9％であり，料理が嫌いな者に炊事をしないが多く，

　　　　　　　　　　　　　　　　　表2 料理への関心と日常生活状況

両者間に有意差が認められた（P〈0．001）．これを基に

検討したのは次の通りである．

　1　料理への関心と食生活意識

　NHK放送世論調査7）によれば，生活の中で健康が大

切と感じている人が6割もいて，健康に留意している人

は多い．健康のため何らかの運動をしている人は，男性

は2人に1人，女性は4人に1人である．国民栄養の現

状8）によれば，日常身体がだるく疲れやすい，と答えて

いる人は20才代と50才代に多い．そこで，女子大生にっ

いては，どうであるか検討した．

　（1）健康に対する意識（表2一①）

　全体的に，昨年の調査結果6）とほぼ同じで，「あまり丈

夫でない」6．5％と少ない．料理への関心別にみると，

料理が嫌いな者に「あまり丈夫でない」21．3％と多く，

両者間に有意差が認められた（P〈0．001）．あまり丈夫

でないと意識している者は，特に料理に興味を持っ必要

がある．

②　日常の運動の有無（表2一②）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

料　理 全　　　体 好　　　き 　　　、ﾓ　　つ　　つ 嫌　　　い

日常生活状況 853人 377人 397人 75人
κ2検　定

① 丈　　　夫 318（37．3） 156（41．4） 139（35．0） 21（28．0）

健 　　　、ﾓ　　つ　　つ 479（56．2） 204（54．1） 236（59．5） 38（50．7） ※※※
康 あまり丈夫でない 55（6．5） 17（4，5） 21（5．3） 16（21．3）

感
無　回　答 1（0．1） 0（　0） 1（0．3） 0（　0）

② している 100（11．7） 44（11．7） 48（12．1） 8（10．7）

運 時　　　々 415（48。7） 204（54．1） 181（45．6） 28（37．3） ※

し　な　い 338（39．6） 129（34．2） 168（42．3） 39（52．0）

動
無　回　答 0（　0） 0（　0） 0（　0） 0（　0）

③ 規　則　的 175（20．5） 95（25．2） 71（17．9） 8（10．7）

生
活

時々乱れる 538（63．1） 231（61．3） 263（66．3） 41（54．7） ※※※

斐 不　規　則 139（16．3） 50（13．3） 63（15，9） 26（34．7）

ム 無　回　答 1（0．1） 1（0．3） 0（　0） 0（　0）

④
疲れやすい 492（57．7） 195（51，7） 246（62．0） 50（66．7）

身 朝、気分よく起きられない 450（52．8） 174（46．2） 228（57．4） 48（64．0）
体
に 便通が悪い 312（36．6） 158（41．9） 126（31．7） 27（36．0）

感
ず

意欲がわかない 272（31．9） 101（26．8） 128（32．2） 42（56．0）

る
こ

坂や階段をのぼると息切れしやすい 264（31．0） 105（27．9） 125（31．5） 33（44．0） ※※※

と イライラしやすい 223（26．1） 88（23．3） 102（25．7） 32（42，7）

夜、よく眠れない 97（11．4） 43（11．4） 39（9．8） 15（20．0）

食事がまずい 67（7．9） 23（6．1） 33（8．3） 11（14．7）

以上のことは、ほとんどない 83（9，7） 51（13，5） 28（7．1） 3（4．0）

無　回　答 6（0．7） 2（0．5） 3（0．8） 0（　0）

※　P＜0．05　※※※　P＜0．001
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　全体では，昨年の調査5）より「運動をしている」者が

多く，「運動をしない」は，昨年49．5％に対し，今回39．

6％である．料理への関心別にみると，料理が嫌いな者

に「運動をしない」52．0％と多く，両者間に有意差が認

められた（P＜O．05）．運動の内容は，「テニス」26．3％

と1番多く，次いで「授業での体育」9．0％である．自

由な時間が持てる女子大生に，健康づくりのための運動

が望まれる．

　（3）生活のリズム（表2一③）

　全体では，「規則的」は，昨年16．1％，今回20．5％で，

「不規則」は，昨年20．8％，今回16．3％と今回の方が規

則的な生活を送っている者が多い．料理への関心別にみ

ると，料理が嫌いな者に「不規則」34．7％と多く．両者

間に有意差が認められた（P〈0．001）．生活のリズムの

乱れが，食生活の乱れへとっながっていくため，注意が

必要である．

　（4）日常身体に感ずる事（表2一④）

　全体的に昨年5）より，各々の項目の率が増えていて，

「意欲がわかない」と「坂や階段をのぼると息切れしや

すい」の順位が逆になっている．「以上のことはほとん

どない」昨年11．7％に対し，今回9．7％と少ない．そし

て昨年同様，約9割の者が1人当り3項目にわたる症状

を訴えている．料理への関心別にみると，「以上のこと

はほとんどない」は，料理が好き13．5％，ふつう7．1％，

嫌い4．0％と嫌いな者に少なく，身体に何らかの症状を

訴える者が多い．また，1人当り訴えている項目は，料

理が好き2．7項目，ふっう2．8項目，嫌い3．6項目と嫌い

な者に多い．各項目をみると，「便通が悪い」以外は，

すべて嫌いな者に訴える率が高く，両者間に有意差が認

められた（P＜0．001）．嫌いな者に疲れなどの症状を訴

える者が多いことは，生活のリズムの乱れやあまり丈夫

でないという回答も影響していると思われる．

　⑤　食生活に対する満足感（図1）

　全体では，昨年5）より「満足」・「不満」共に4％位多

く，料理への関心別にみると，料理が好きな者に「満足」

50．4％と多く，嫌いな者に38。7％と少ない．また，嫌い

な者に「不満」22．6％とやや多く，両者間に有意差が認

められた（P〈0．05）．食に興味を持っことから始めな

ければ，食生活に満足は感じ得ないと思われる．

　（6）食事に対する意識（図1）

　全体では，昨年とほぼ同様である．料理への関心別に

みると，料理が好きな者に「気をっけている」13．8％と

やや多く，嫌いな者に「気をっけない」49．3％と多い．

両者間に有意差が認められた（P〈0．001）．食事に対す

る意識をもう少し高めてほしいと考える。
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図1　料理と炊事に対する満足感と食事意識
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　表3　料理への関心と昼の外食状況 （％）

料　理 全　　体 好　　き 　　　、ﾓつ　つ 嫌　　い
κ2検定

昼の外食 853人 377人 397人 75人

し　　な　　い 166（19．5） 92（24．4） 61（15．4） 12（16．0）

毎　日　す　る 257（30，1） 97（25．7） 131（33．0） 28（37．3）

週2～3回する 258（30．3） 113（30．0） 125（31．5） 18（24．0） ※

月2～3回する 122（14．3） 52（13．8） 59（14．9） 11（14．7）

そ　　の　　他 41（4．8） 19（5．0） 16（4．0） 6（8．0）

無　　回　　答 9（1．1） 4（1．1） 5（1．3） 0（　0）

　※　P〈0．05

　2　料理への関心と食行動

　国民栄養の現状8）より，若い世代に多い欠食，外食は，

鉄の充足率からも要注意とあるように，考えなければな

らない問題の一っである．ここでは，昼食の外食にっい

て検討した．

　（1）昼食の外食頻度（表3）

　全体では，「外食をしない」は，昨年5）9．0％に対し，

今回19．5％と増えている．「毎日する」は，30％と同じ

で，「週2～3回」・「月2～3回」・「その他」が各々減っ

ている．料理への関心別にみると，料理が好きな者に

「外食をしない」24．4％と多く，両者間に有意差が認め

られた（P〈O．05）．昼食の場合，外食をする機会も多

いので，食べる内容に関心を持ってほしい．

　3　炊事頻度と食生活意識

　NHK放送世論調査4）によれば，料理の参考にしてい

るものは，16～19才では，母70％，本49％，友人25％，

雑誌24％，テレビ23％，講習会11％，新聞4％の順に多

く，20～24才では，母69％，本60％，友人28％，テレビ

27％，雑誌26％，新聞5％，講習会4％の順である．ま

た，食事で気をっけている事では，薄味にする53％，添

加物の入っているものに気をつける43％であり，夕食を

家族全員でとる者58％である．そして同調査7）による健

康のため食事に気をっけている事では，栄養のバランス

を考える43％，食べすぎないようにする，塩分をとりす

ぎないようにする39％，甘いものをひかえる34％，消化

のよいものをとる30％である．ここでは，女子大生にっ

いてはどうであるか検討した．

　（1）日常の運動の有無（表4）

　炊事頻度別に日常の運動の有無をみると，炊事を毎日

する者に「運動をしない」55．0％と多く，両者間に有意

差が認められた．時間的余裕がないのかも知れない．

　（2）食生活に役立っているもの（表5一①）

　全体的に昨年調査より増えていて，特に増えているの

が，「母親」昨年48．4％に対し，今回61．7％である．順

位をみると，「テレビ・ラジオ」と「授業」，「友人」と

「週間誌」，「学校給食」と「祖母」が逆になっている．

炊事頻度別にみると，炊事を毎日する者は，「専門誌」・

「友人」に，しない者は「母親」に率が高く，有意差が

認められた（P＜0．001）．炊事をしない者は，母親の影

響が大きいので，将来に向けての自覚が望まれる．

表4　炊事頻度と運動 （％）

炊　事 全　　体 毎日する 時々する しない
κ2検定

運　動 853人 151人 461人 238人

し　て　い　る 100（11．7） 14（9．3） 55（11．9） 31（13．0）

時　　　　々 415（48．7） 53（35．1） 255（55．3） 105（44．1） ※※※

し　　な　　い 338（39．6） 83（55．0） 151（32．8） 102（42．9）

無　　回　答 0（　0） 0（　0） 0（　0） 0（　0）

※※※　P＜0．001
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　（3＞食事で気をっけている事（表5一②）

　全体的には，昨年5）とほぼ同じであるが，「三食食べる」

昨年73．9％に対し，今回89．8％とやや多く，「栄養のバ

ランスを考える」昨年64．5％に対し，今回56．1％とやや

少ない．上から4番までの順位は同じであるが，以下は

多少移動している．炊事頻度別にみると，炊事を毎日す

る者は，しない者に比べ「三食食べる」・「栄養のバラン

スを考える」・「薄味にする」・「繊維食品をとる」など，

具体的な料理の項目についての率が高く，両者間に有意

差が認められた（P＜0．001）．やはり，炊事をしない者

は，食べること自体にあまり意識がないように思われる．

　（4）食生活に対する満足感（図1）

　炊事頻度別にみると，炊事をしない者は，毎日する者

に比べ，「満足」・「不満」が多く，両者間に有意差が認

められた（P＜0．001）．炊事をしない者は，与えられた

ものに対して，満足・不満を感じているのであるから，

やはり，不満に思うことがあれば，直接かかわっていく

ようにしてほしい．

　（5）食事に対する意識（図1）

　炊事頻度別にみると，炊事をしない者に，「気をっけ

ない」33．2％と多く，両者間に有意差が認められた（P

＜0．001）．やはり，炊事をしていないと，気をっけて食

表5 炊事頻度と食生活意識
（％）

　　　　　　　　　炊　事

H生活意識

全　　体

W53人

毎日する

P51人

時々する

S61人
しない
Q38人

κ2検定

①
母　　　親 526（61．7） 74（49．0） 320（69．4） 131（55．0）

食
専　門　誌 235（27．6） 67（44．4） 120（26．0） 48（20．2）

生 テレビ・ラジオ 181（21．2） 39（25．8） 93（20．2） 49（20．6）

活
に 授　　　業 166（19．5） 32（21．2） 91（19．7） 43（18．1）

役
立

友　　　人 ユ48（17．4） 37（24．5） 70（15．2） 40（16．8）

つ 週　間　誌 143（16．8） 20（13．2） 85（18．4） 38（16．0）

蕊 新　　　聞 89（10．4） 16（10．6） 47（10．2） 26（10．9）
※※※

る
も

家　庭　科 69（8．1） 14　（9．3） 36（7．8） 19　（8．0）

の 学校給食 49　（5．7） 5（3．3） 30　（6．5） 14　（5．9）

祖　　　母 36　（4．2） 5（3．3） 24（5．2） 7　（2．9）

講習会・料理学校 16（1．9） 2（1．3） 9（2．0） 5（2．1）

そ　の　他 56　（6．6） 11（7．3） 19　（4．1） 26（10．9）

②
三食食べる 562（89．8） 96（63．6） 300（65．1） 165（6．9）

食
事

栄養のバランスを考える

@　食べすぎない

351（56．1）

Q63（42．0）

91（60．3）

R5（23．2）

195（42．3）

P65（35．8）

64（26．9）

U2（26．1）

で
気

添加物・着色料に気をつける 247（39．5） 48（31．8） 144（31．2） 55（23．1）

を
つ

楽しく食べる 216（34．5） 32（212） 124（26．9） 60（25．2）

け インスタントはとらない 211（33．7） 58（38．4） 105（22．8） 49（20．6）

蕊 薄味にする 195（31．2） 66（43．7） 106（23．0） 23（9．7）

る
事

間食の摂り方に気をつける

@繊維食品をとる

192（30．7）

P89（30．2）

21（13．9）

R7（24．5）

110（23．9）

P22（26．5）

60（25．2）

R1（13．0）

※※※

よくかむ 127（20．3） 19（12．6） 62（13．4） 46（19．3）

偏食しない 109（17．4） 14（9．3） 62（13．4） 33（13．9）

家族そろって食べる 89（14．2） 11（7．3） 61（13，2） 17（7．1）

おかずだけ食べる 11（1．8） 0（0） 8（1．7） 3（1．3）

そ　の　他 28（4．5） 4（2．6） 16（3．5） 8　（3．4）

②食事で気をつけている事の全体の欄の（％）は気をつけている，ふつうの人626人で割った．

　※※※　P〈0．001
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べる意識が育たないように考えられる．

　4　炊事頻度と食行動

　NHK放送世論調査4）によれば，朝食は90％の入が，

自宅でとり，自宅外はわずか5％であり，とらない人は

若い男性に多い．朝食のパターンは，ごはん・みそ汁・

副食が大多数で，コーヒー・紅茶・パンは2割で，パン

食は増えている．一方，外食産業の成長に伴い，家庭で

の外食消費が増加9）している．国民生活センター1°）によ

ると，外食をする目的は，主婦が調理から解放されるた

め53．8％，おいしい変わった料理を食べたいから47．6％，

気分転換のため45．3％などで，外食場所としては，近所

の料理店43．6％，郊外のファミリーレストラン23．6％な

どとなっている．食べる内容は，外食産業問題研究会9）

によると，洋食が多い．ここでは，間食の状況も一緒に

表6　炊事頻度と朝食・間食状況 （％）

　　　　　　　　炊　事
ｩ食・間食状況

全　　体
W53人

毎日する

P51人

時々する

S61人
しない
Q38人

κ2検定

①
朝

毎日食べる

栫X欠食
〟@　　食

590（69．2）

Q20（25．8）

S0　（4．7）

90（59．6）

S8（31．8）

P1（7．3）

318（69．0）

P20（26．0）

Q2　（4．8）

179（75．2）

T2（21．8）

V（2．9）
※

食
無　回　答 3　（0．2） 2（1．3） 1（0．2） 0（0）

②
　米飯・みそ汁

ﾄ飯・みそ汁・副食

88（10．9）

R73（46．1）

11（7．3）

S7（31．1）

46（10．0）

P99（43．2）

31（13．0）

P24（52．1）

朝
食

ノぐ　　　　　ン 12　（1．5） 2　（1．3） 9（2．0） 1（0．4）

パ
タ
i

　パン・飲物

pン・飲物・副食

136（16．8）

P59（19．6）

30（19．9）

R4（22．5）

75（16．3）

X0（19．5）

30（12．6）

R5（14．7）
※

ン 飲　　　物 14　（1．7） 4　（2．6） 8　（1．7） 2（0．8）

副　　　食 7（0．9） 1（0．7） 5　（1．1） 1（0．4）

そ　の　他 64（7．9） 17（11．3） 30　（6．5） 17（7．1）

③
間

毎日食べる

栫X食べる

Hべない

227（26．6）

T89（69．1）

R5（4．1）

24（15．9）

P19（78．8）

U　（4．0）

108（23．4）

R33（72．2）

Q0（4．3）

95（39．9）

P34（56．3）

X　（3．8）
※※※

食
無　回　答 2　（0．2） 2（1．3） 0　（0　） 0　（0）

④
スナック菓子

Rーヒー・紅茶

328（40．2）

R02（37．0）

55（36．4）

T0（33．1）

163（35．4）

P53（33．2）

107（45．0）

X7（40．8）

間
アイスクリーム 166（20．3） 30（19．9） 97（21．0） 39（16．4）

食
果　　　物 162（19．9） 24（15．9） 103（22．3） 34（14．3）

の
ケーキ・クッキー 143（17．5） 22（14．6） 81（17．6） 40（16．8）

内
プリン・ゼ’リー 114（14．0） 24（15．9） 70（15．2） 18　（7．6）

容
清涼飲料 105（12．9） 20（13．2） 63（13．7） 22（9．2）

※※
パン・めん 68　（8．3） 8（5．3） 26（5．6） 34（14．3）

牛　　　乳 61（7．5） 13　（8．6） 37（8．0） 11（4．6）

和　菓　子 58　（7．1） 15（9．9） 27　（5．9） 16（6．7）

せんべい 57　（7．0） 10（6．6） 32（6．9） 15（6．3）

チョコレート・キャンデー 46（5．6） 12（7．9） 19（4．1） 15（6．3）

アルコール類 10　（1．2） 2（1．3） 5（1．1） 3　（1．3）

そ　の　他 15（1．8） 4（2．6） 6（1．3） 5（2．1）

②朝食パターンの全体の欄の（％）は食べる人810人で割った．

④間食の内容の全体の欄の（％）は食べる人816人で割った．

　※P＜O．05　※※P＜O．Ol　※※※P＜0．001
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検討した．

　（1）朝食の頻度（表6一①）

　「毎日食べる」は，昨年56．2％に対し，今回69．2％と

多く，「欠食」は，昨年6．2％に対し，今回4．7％と少な

い．

炊事頻度別にみると，炊事を毎日する者は，「毎日食べ

る」59．6％に対し，しない者は75．2％と多く，両者間に

有意差が認められた（P〈0．05）．これは，自分で朝食

を作るのが面倒なためと思われる．

　②　朝食のパターン（表6一②）

　全体的に昨年5）とほぼ同じ率で，やはり「米飯・みそ

汁・副食」が，昨年42．4％，今回46．1％と多く，次いで，

「パン・飲物・副食」が，昨年21．0％，今回19．6％であ

る．炊事頻度別にみると，炊事を毎日する者に「パン食」

が多く，両者間に有意差が認められた（P＜0．05）．炊

事を毎日する者は，パン食の方が簡単なのだろう．

　（3）間食の頻度（表5一③）

　昨年5）より，「毎日食べる」が少し減り，「時々食べる」

が少し増えている．炊事頻度別にみると，炊事をしない

者に「毎日食べる」39．9％と多く，両者間に有意差が認

められた（P＜O．OOI）

　（4）間食の内容（表5一④）

　昨年の調査時期が，10月～11月であったのに対し，今

回は，5月～6月であったためか，「アイスクリーム」・

「清涼飲料水」が，やや上回っていたが，他はほぼ同率

である．「スナック菓子」・「コーヒー・紅茶」が40％前

後で多い．炊事頻度別にみると，炊事をしない者に，

「スナック菓子」45．0％，「パン。めん」14．3％と多く，

「牛乳」4．6％と少ない．両者間に有意差が認められた

（P＜0．01）．

　（5）昼食の外食頻度（表7一①）

　炊事頻度別にみると，炊事をしない者に「外食をしな

表7　炊事頻度と外食状況

炊　事 全　　体 毎日する 時々する しない κ2検定

外食状況 853人 151人 461人 238人

①
し　な　い

?冾ｷる

166（19．5）

Q57（30．1）

19（12．6）

U0（39．7）

68（14．8）

P45（31．5）

78（32．8）

T1（21．4）

昼 週2～3回する 258（30．3） 45（29．8） 150（32．5） 62（26．1）
の ※※※
外 月2～3回する 122（14．3） 17（11．3） 69（15．0） 36（15．1）

食 そ　の　他 41（4．8） 8（5．3） 25（5．4） 8（3．4）

無　回　答 9（1．1） 2（1．3） 4（0．9） 3（1．3）

②
軽　　　食

a　　　食

36　（7．4）

P73（35．5）

5（3．3）

R5（23．2）

19（41．2）

X8（21．3）

12　（5．0）

R8（16．0）

夕 洋　　　食 303（62．2） 60（39．7） 158（34．3） 84（35．3）
の
外 中　　　華 20　（4．1） 4（2．7） 12（2．6） 4（1．7）

食
内

弁　　　当 9　（1．9） 6（4．0） 2（0．4） 1（0．4） ※※※

容 ファーストフード 25　（5．1） 1（0．7） 17（3．7） 7（2．9）

め　ん　類 20（4」） 1（0．7） 10（2．2） 9（3．8）

日替り定食 39　（8．0） 4　（2．7） 14（3．0） 21（8．8）

そ　の　他 160（32．9） 27（17．9） 89（19．3） 44（18．5）

③ ハンバーガー・サンドイッチ 603（85．5） 78（51．7） 353（76．6） 171（71．9）

フ おそうざい 31（4．4） 15（9．9） 14（3．0） 2（0．8）
ア
1 弁　　　当 31（4．4） 14　（9．3） 7（1．5） 10（4．2）
ス
ト フライドチキン 30　（4．3） 4（2．7） 16（3．5） 10（4．2） ※※※
フ

醤 す　　　し 23（3．3） 6（4．0） 14　（3．0） 3（1．3）

窩 おにぎり 18（2．6） 6（4．0） 8（1．7） 4（1．7）

容 そ　の　他 58（8．2） 14　（9．3） 20　（4．3） 24（10．1）

②夕の外食内容の全体の欄の（％）は食べる人487人で割った．

③ファーストフード内容の全体の欄の（％）は食べる人705人で割った．

　※※※Pく0．001
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い」32．8％と多く，「毎日する」21．4％と少ないのに対

し，炊事をしている者は，「毎日する」が39．7％で多く，

両者間に有意差が認められた（P〈0．001）．従って，炊

事をする者は，外食に依存しているのが伺われる．

　⑥　夕食の外食内容（表7一②）

　昨年の調査と比べて大きく差があったのは，「和食」

で，昨年7．8％に対し，今回35．5％であり，他は大差な

い．炊事頻度別にみると，炊事を毎日する者としない者

は，「軽食」3．3％，5．0％と各々少なく，「弁当」は4．0

％と毎日する者に多く，「日替り定食」8．8％と炊事をし

ない者に多い．両者間に有意差が認められた（P＜0．OOI）．

外食の内容は，他の調査9）と同様，洋食が多かった．

　（7）ファーストフード使用時の内容（表7一③）

　昨年の調査と比べると，「おそうざい」と「弁当」の

順位が逆になっているが，率はほぼ同じである．炊事頻

度別にみると，炊事をしない者に「ハンバーガー・サン

ドイッチ」71．9％，「フライドチキン」4．2％と多く，

「おそうざい」・「弁当」などは，炊事を毎日する者は，

食事になるものの使用が多いようである．

要 約

　本学学生の料理に対する関心度と食生活意識との関係

を検討した結果は，次の通りである．

　（1）料理が嫌いな者に炊事をしない者が多い．

　（2）料理が嫌いな者は，生活のリズムが不規則で，運

動をしない者が多く，健康上あまり丈夫でないと自覚し

ていて，日常身体に感ずる症状も1人当り3．6項目と多

い．

　㈲　料理が好きな者は，昼食の外食もあまりせず，食

事に気をっけている者が多く，また，食生活に満足して

いる．

　（4）炊事を毎日する者に，朝食の欠食が多く，パン食

が多い．また，昼食を外食する者が多い．

　（5）炊事をしない者に，間食をする者が多く，スナッ

ク菓子・パン・めん類などを間食に食べている人が多い．

また，食事に気をっけていない者が多く，食生活に対し

ては，満足・不満の両面の傾向がみられる．

　⑥　食生活に影響を及ぼしているのは，母親が6割と

多い．

　（7）朝食パターンは，「米飯・みそ汁・副食」が4割

強で，間食の内容は，スナック菓子・コーヒー・紅茶な

どが多く，外食する時は，一ハンバーガーや洋食が多い．

　料理が嫌いな者8．8％と少ない割に，日頃，炊事を手

伝っている者が少ないので，もっと積極的に参加し，食

生活に関心を深め，健康増進に役立てほしいと考える．

出来るなら，子供の頃から生活習慣の一っとして，炊事

を手伝うよう指導していきたいものである．

本報告の一部は，第33回栄養改善学会において発表し

た．
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